

























































































a. 保育士志望学生 b. 保育士
図４　「砂場の砂は何からできていると思いますか？」に対する回答。
124 なぜ保育者は石や砂について語らないのか
84％の保育士が「興味がない」と回答した（図２）。また、「石を何個くらい見
分けられますか？」と尋ねたところ、92％の保育士志望学生と80％の保育士が
「０個」と回答した（図３）。両者ともに「１個」または「２個」の回答はあっ
たが、３個以上の回答はなかった。「見分けられる石の名前ときかっけ」につい
ては、保育士志望学生・保育士ともに回答したのは数名であった。保育士志望
学生が見分けられるとした石の名前は「石灰岩」や「花崗岩」という岩石名で
あり、「修学旅行や遠足で学んだ」とのことであった。一方、保育士の回答は
「御影石」という石材名が多く、「自宅のリフォームで石材を知った」り、「墓
石に接したこと」によるものであった。御影石以外の回答は、「砂岩」が１名、
「石に名前があることを知らなかった」が１名であった。
　これらの回答の結果、保育士志望学生と保育士の多くが身近な石に興味がな
く、石をほとんど見分けられないことがわかった。
（２）砂場の砂について
　「砂場の砂は何からできていると思いますか」の問いには、正解である「石の
かけら」や「鉱物」と答えた人は、保育士志望学生では42％、保育士では20％
であった（図４）。その理由は「学んだから」であった。
　保育士志望学生では「貝殻」や「サンゴの破片」という答えも18％あった。そ
の理由は、「金魚鉢の砂をイメージしたため」とのことであった。保育士にその
ような答えがなかったのは、普段から砂場の砂を見ているためと考えられる。
　また、「わからない」と回答した保育士志望学生は40％、保育士の80％にもの
ぼった。その理由は、両者とも、「100円ショップやポームセンターで売ってい
る幼児向けの白い砂を思い出し、それがいったい何でできているのかわからな
いから」とのことであった。
3．砂についての授業
　今回のアンケートの結果、保育士志望学生と保育士の多くが石や砂に興味が
なく、砂場の砂が何でできているかを知らないことがわかった。しかし、石や
砂から始まる地球に対するものの見方は、将来の私たちの生き方と切り離すこ
とができない。そのため、保育士養成校において、石や砂に対して興味をもた
せるような取り組みが必要である。
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　このような石や砂に興味のない保育士養成校の学生に対しては、まず興味を
もってもらう必要がある。そこで、保育士志望学生50名が受講するＫ短期大学
の「保育内容 環境」の授業で、砂遊びの意義や方法についての講義の最後に、
「砂は鉱物と呼ばれる石のかけらでできている」とだけ教え、「どんな鉱物の
名前を知っているか」を「きっかけ」とともに記述式で回答してもらった。な
お、このアンケートは今後の授業に役立てるためだけでなく、論文として公開
することを伝え、了承してもらった。
　その結果、42％が「わからない」と回答し、40％が「金」、「サファイア」、「ル
ビー」などの宝石名、８％が「石灰岩」などの岩石名、６％が「砂鉄」と回答
した（図５）。石英や長石などの鉱物名を回答した学生は４％のみであった。
「わからない」という回答は、「鉱物の名前がわからない」ではなく「鉱物とい
う意味がわからない」や「イメージできない」であった。宝石名を回答したの
は「誕生石やパワーストーンに興味がある」という理由からであり、「宝石は美
しいから好き」と感じていた。「砂鉄」と回答した理由は、保育の活動の中で磁
石を使って砂場から砂鉄を集める遊びを教わったことがあるためだった。
　そこで、多くの保育士志望学生が宝石に興味をもつことに着目し、Ｋ短期大
学の「保育内容 環境」の身近な自然物についての演習授業の中で、今回初めて
砂場の砂を取り上げた。保育園の砂場から採取した砂をデジタル顕微鏡に接続
したスクリーンに映し、そこに映る鉱物の名前とその成因や用途について解説
した。そして、学生に実際に鉱物をデジタル顕微鏡で観察させ（図６）、感想を
書いてもらった。なお、感想なので批判的なことを書いても成績に影響しない
図５　「どんな鉱物の名前を知っていますか？」に対する回答
わからない
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126 なぜ保育者は石や砂について語らないのか
こと、今後の授業のために論文として成果公開することを伝え、了承してもら
った。
　学生の感想をまとめたものを図７に示す。
　44％の学生が鉱物の美しさの気付き（「鉱物がどれも美しかった」「鉱物がきれい
な形をしていた」「鉱物がキラキラしてきれいだった」）や驚き（「鉱物が色んな形をして
いてすごかった」「黄鉄鉱の金色の輝きに感動した」）について記述した。これらの学
生は、鉱物そのものに興味をもったと判断される。
　40％の学生は砂に鉱物が入っていることへの驚き（「幼児がよく遊ぶ砂場にも鉱
物があるのだと思った」「身近な砂にこんなにもたくさんの鉱物が含まれていることに驚
いた」「これまで何も感じなかった砂場に宝石のような鉱物があって驚いた」「砂に色々な
鉱物が入っていてびっくりした」「砂の中に鉱物が入っているなんて思いもしなかった」
「顕微鏡で見ると、全然違う世界だった」）を表現した。これらの学生は、砂が鉱物
からできていることに対して興味をもったと判断される。
　また、12％の学生が砂を身近に感じていた時のことを思い出した（「昔、石を
集めていたことがあったので、なつかしかった」「小さい時に砂の中から見つけた鉱物を
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図６　 デジタル顕微鏡を用いた砂の観察（左）と鉱物の観察（右）。白色の石英
（Q）の中に金色の黄鉄鉱（P）が点在する。
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『月のかけら』と言って集めていたので懐かしい気持ちになった」「幼稚園の時に透明な
鉱物を『星の涙』と呼んで集めていたことを思い出した」「小さい頃に砂の中にきれいな
のがあったことを思い出した」）と回答した。
　一方、否定的な意見（「細胞みたいであまり見たくなかった」「気持ち悪かった」）を
述べた学生は４％のみであった。
　以上のことから、96％の保育士志望学生が顕微鏡を通して身近な石や砂に興
味をもった、または興味をもっていた頃を思い出したことがわかった。このこ
とは、保育士志望学生に対する石や砂についての興味の喚起に、顕微鏡が有効
であることを示している。
4．考察
　今回の検討から、保育士や保育士志望学生は石や砂についての知識が大きく
欠如し、興味すらもっていないことがわかった。石は枝の次に幼児が野外で手
にする自然物であり（梶浦・今村、2015）、子どもは石や砂に関心を示す時期があ
る。しかし、保育者に興味がないために共感せず、子どもの関心も薄れていっ
てしまうと考えられる。
　保育者が石や砂についての知識がない原因としては、昨今の少子化を背景と
した大学全入時代に伴う学生の学力低下が考えられ、それは現在の保育士養成
全般にわたる課題となっている（吉田、2010）。したがって、保育士養成校にお
いて、石や砂に対し興味をもたせるような取り組みが必要である。しかし、植
鉱物が入って
いることへの驚き
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　　12％
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図７　デジタル顕微鏡での砂の観察に対する感想
128 なぜ保育者は石や砂について語らないのか
物や昆虫の名前や習性についてはどの養成校でも詳しく教えるが、石や砂につ
いては「砂遊び」や「泥団子」などで取り扱うのみであり、名前や成因につい
てふれることはほとんどない。
　これまで、保育士養成校の講義で、顕微鏡が使われることはなかった。その
理由は、ミクロの世界が「ふれる」という子どもの五感を育てる活動に結びつ
かないからであった。しかし、今回、保育士志望学生が顕微鏡を通して身近な
石や砂に興味をもつようになることがわかった。このことがきっかけで、将来、
子どもが石や砂に興味をもった時に、共感し、語ることができるようになるの
ではないかと考えられる。
　鉱物の美しさから石に興味をもたせる取り組みは、地域の博物館で地道に行
われている。例えば、益富地学会館（2016）の「木津川のかわらの石」では、表
紙に紅柱石の美しい写真で子どもの興味を喚起している。今後、このような手
法を保育士養成校の教育にも取り入れる必要性がある。そのことが、その地域
に根ざした地質と文化や、地球の成り立ちに関心のある子どもを育てることに
つながるのではないかと考えられる。なお、実際の保育年齢に応じた「石や鉱
物を扱う活動」については、稿を改めて報告する予定である。
謝辞
　社会福祉法人青雲福祉会はるか保育園理事長の好川智也先生には、アンケー
ト調査にご協力頂くとともに、砂場の砂を採取させて頂いた。記して感謝する。
引用文献
廣木義久（2003）：大学生はどのくらい岩石の名前を知っているか？　地学教育、第56巻、
123‒126。
廣木義久（2004）：日常用語としての石と科学用語としての岩石の混同。地学教育、第57
巻、47‒53。
廣木義久・山崎聡・平田豊誠（2011）：砂の形成に関する小・中・大学生の理解と風化
の学習における問題点。理科教育学研究、第52巻、47‒56。
井上美智子（2012）：幼児期からの環境教育。昭和堂。
梶浦恭子・今村光章（2015）：なぜ幼児は「森のようちえん」で枝を拾うのか—幼児の行
動記録を手がかりに—。環境教育、第24巻、137‒144。
129真宗総合研究所研究紀要　第37号
笠間浩幸（2001）：〈砂場〉と子ども。東洋館出版社。
笠間浩幸（2013）：遊びの力。チャイルド・サイエンス、第９巻、10‒13。
加藤圭司・羽場康成・遠西昭寿（1986）：岩石に関する概念構造—教育学部非理科系学
生におけるConcept Maps。地学教育、第39巻、177‒184。
益富地学会館（2016）：木津川のかわらの石。
無藤隆・福元真由美（2007）：事例で学ぶ保育内容領域環境。萌文書林。
文部科学省（2018）：幼稚園教育要領解説。フレーベル館。
小原国芳・荘司雅子（1976）：フレーベル全集 第２巻 人の教育。玉川大学出版部。
鈴木盛久・林武広・山崎博史（2006）：教員養成系大学学生の岩石識別力向上への試み。
地学教育、第59巻、157‒165。
吉田幸恵（2010）：保育士養成における課題。名古屋経営短期大学紀要、第51巻、81‒94。

